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１．はじめに






かし，国民センターと全国の消費生活センターに寄せられた 15 歳から 17 歳の高校生期の消費者ト

















４校に 510 部，東京都内１校に 200 部，合計 710 部を「家庭総合」もしくは「家庭基礎」の時間に
授業担当者に配布してもらい，628 部を回収した（回収率 88.5％）。そのうち未記入が多いものを
除いた 625 部を分析対象とした（有効回収率 88.0％）。調査は 2006 年７月に実施した。調査対象者




















































































































































































































































Attention：知ってもらう，興味 Interest：興味，関心を持ってもらう， 欲求 Desire：価値に共感
してもらう， 記憶 Memory：価値を頻繁に連想するようになってもらう， 行動 Action：買ってもら
う，使ってもらう」を解説した後に，生徒のよくみる CM を視聴した。
図４　グループでまとめた意見
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６ ）長沼豊『市民教育とは何か』ひつじ市民新書，2003年，56 ～ 58頁。（長沼は英国の民間ボランティア団
体の活動から，学習の定着率を以下の７段階にまとめ，報告している。①レクチャー［聞くこと］5％，
②読みもの［読むこと］10％，視覚的なもの［見ること］20％，④デモンストレーション［発見すること］
30％，⑤ディスカッション［話し合うこと］50％，⑥実践する［やってみること］75％，⑦他者に伝える
［見て，聞いて，話し合って，やってみたことを伝える］90％）。
７ ）ウェビングという手法は，ウェブ＝蜘蛛の巣という意味で，蜘蛛が巣をはるように興味や関心を広げる
ことができる手法である。KJ 法やブレインストーミングと言ってもよい。（加藤幸次『総合学習の思想
と技術』明治図書，1997年，20 ～ 30頁）。
８ ）小木紀之は「消費者の権利実現のための消費者教育」として，自分の価値観にもとづいた意思決定手順
をつくることの重要性を説いている。その手順とは，①目標設定⇒問題を明確にする，②情報収集，③選
択肢を考える，④結論検討，⑤意思決定，行動，⑥意思決定を評価，の６段階で示される（小木紀之「消
費者の権利実現のための消費者教育」『国民生活』2005年，35巻５号，22 ～ 27頁）。本論における，コミュ
ニケーションを重視した消費者教育実践モデルを構想する際，参考にした。
（2007年5月8日受付，2007年5月18日受理）
